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・
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

・
議
員
派
遣
に
つ
い
て

人

事
　
（
同
意
）

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

→
加
賀
賢
二
氏
、
今
野
金
俊
氏
、
佐
藤
浩
幸
氏
、

　
　

渡
邊
清
俊
氏
、
日
向
野
隆
史
氏
、
清
水
川
浩
司
氏

　
　

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

・
固
定
資
産
評
価
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

→
髙
松
宏
治
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

委
員
会
提
出
議
案
　
（
原
案
可
決
）

・
不
登
校
児
童
生
徒
の『
学
ぶ
権
利
』を
保
障
す
る
た
め
の
支
援

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
６
月
17
日
か
ら
７
月
３
日
ま
で

の
17
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、
市

長
提
出
議
案
18
件
、
請
願
１
件
、

委
員
会
提
出
議
案
１
件
を
審
議
し

た
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果
　

予

算
　
（
原
案
可
決
）

・
令
和
８
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
令
和
８
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

そ
の
他
　
（
採
択
・
原
案
可
決
・
決
定
）

・
請
願

　
（
不
登
校
児
童
生
徒
の『
学
ぶ
権
利
』を
保
障
す
る
た
め
の
支

援
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提
出
方
請
願
書
）

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
（
水
槽
付
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車（
牡
鹿
地
区
分
））

・
工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

　
（
石
巻
斎
場
空
調
設
備
改
修
工
事
）

　
（
牡
鹿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
解
体
撤
去
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
（
東
中
瀬
橋
橋
梁
上
部
工
新
設
工
事
）

条

例
　
（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
公
益
堂
条
例

・
石
巻
市
指
定
文
化
財
旧
石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
堂
条

例
・
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
伴
う
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
及
び
石
巻
市

病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
石
巻
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

令和８年
第２回定例会

奥山浩幸議長

阿部正敏副議長
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◆石巻市公益堂条例
　河南地区の集会施設である「公益堂」については、合併前の旧河南町時代に、「河南町公益堂、公会堂、会館
管理規程」が制定され、設置地域の各管理団体が維持管理経費を負担し、維持管理が行われ、合併後も同様の維
持管理が行われてきた。
　当該施設は地方自治法に基づく公の施設に該当するが、これまで条例が未制定となっていたことから、適正な
管理運営を行うため、本条例を制定するもの。
◆石巻市いじめ問題対策連絡協議会等設置条例の一部を改正する条例
　本市では、いじめ防止対策推進法に基づき、石巻市いじめ問題対策調査委員会および石巻市いじめ問題再調査
委員会の設置について条例で定めているが、昨年12月に文部科学省が改訂した「児童生徒の自殺が起きたときの
背景調査の指針」において、学校の設置者等における平常時からの備えとして、同法に基づく調査委員会などが、
いじめ以外の背景のある自殺についても調査対象にできるような形にしておくなど、その活用を図ることも有効
であると示された。
　この文部科学省による改訂指針を踏まえ、従来のいじめに関する調査に加え、児童生徒のいじめ以外の自殺に
係る背景調査を迅速に実施し、再発防止に取り組むことができるように体制を整備するため、本条例の一部を改
正するもの。

可決した補正予算から

◆総務費では
・ＤＸ関連事業推進費として地域未来交付金の交付
決定に伴う「二地域居住を核とした持続可能な住
まい・なりわい・交流循環創出事業」に要する経
費� ３,３００万円
◆民生費では
・平成25年から実施した生活扶助基準改定に関する
最高裁判決を踏まえた生活保護費の追加給付分の
扶助費に要する経費� ２億９９２万円

◆農林水産業費では
・農山漁村地域整備交付金等の内示に伴う事業費の
予算措置� １億１,５５０万円
・水産物供給基盤機能保全事業費補助金の内示に伴
う事業費の予算措置� １億６,０００万円

◆商工費では
・石ノ森萬画館管理運営費として文化芸術振興費補
助金の内示に伴う事業費の予算措置
� １億２,００６万円
◆土木費では
・道路メンテナンス事業費補助金の内示に伴う事業
費の予算措置� ５億６,２５０万円
・中瀬公園整備事業費として社会資本整備総合交付
金の内示に伴う事業費の予算措置� ６,７５０万円
◆消防費では
・地域未来交付金の交付決定に伴う指定避難所の環
境整備に要する経費� ７,２８６万円
◆教育費では
・文化財保護費補助金の交付決定に伴う沼津貝塚近
接地試掘調査に要する経費� ２４０万円

第２回定例会で可決した議案の中から主な内容を紹介します

可決した条例から

　令和８年度石巻市一般会計補正予算（第２号）は、「二地域居住を核とした持続可能な住まい・なりわい・交流
循環創出事業」に要する経費や、宿泊税市町村交付金を活用した観光振興に要する経費のほか、生活保護の生活扶
助基準改定に関する最高裁判決を踏まえた生活保護費の追加給付や、社会資本整備総合交付金等により実施する各
種事業費などの所要額を措置したもの。
　令和８年度石巻市一般会計補正予算（第３号）は、石巻市須江地区産業用地分譲に係る土地売払収入を減債基金
に積み立てる「積立金」を措置したもの。
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令
和
８
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　
　
　
北
鰐
山
墓
地
跡
地
の
整
備
計
画
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

石
巻
市
総
合
体
育
館
向
か
い
に
あ

る
墓
地
跡
地
に
つ
い
て
は
、
総
合
体

育
館
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
、
駐
車

場
内
の
立
ち
木
を
伐
採
し
、
あ
わ
せ
て
当
該

駐
車
場
の
市
道
を
挟
ん
だ
西
側
を
芝
生
広
場

と
し
て
整
備
す
る
。

　
　
　
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

令
和
８
年
度
は
測
量
お
よ
び
実
施

設
計
、
令
和
９
年
度
は
整
備
工
事
を

行
い
、
令
和
10
年
４
月
に
供
用
開
始
予
定
で

あ
る
。

　
　
　
　
生
成
Ａ
Ｉ
導
入
業
務
委
託
料
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

二
地
域
居
住
を
核
と
し
た
持
続
可

能
な
住
ま
い
・
な
り
わ
い
・
交
流
循

環
創
出
事
業
の
実
証
環
境
の
整
備
、
回
遊
・

行
動
検
証
等
を
補
完
す
る
業
務
の
一
つ
と
し

て
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
再
訪
意
識
の
向
上

を
目
的
と
し
た
地
域
情
報
の
提
供
や
高
度
な

相
談
対
応
が
で
き
る
独
自
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
構

築
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
災
害
用
備
品
と
し
て
購
入
す
る
パ

ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
購
入
経
緯
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
最
低
必
要
備

蓄
量
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
１
０
０
平
米
当

た
り
６
個
必
要
で
あ
る
た
め
、
必
要
備
蓄
量

を
可
能
な
限
り
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
購
入
予
定
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
も

含
め
た
備
蓄
数
量
お
よ
び
各
避
難

所
へ
の
配
置
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

備
蓄
数
量
に
つ
い
て
は
、
今
回
、

テ
ン
ト
型
と
通
常
型
で
５
０
０
個

ず
つ
購
入
す
る
予
定
で
あ
り
、
全
部
で
約
３

５
０
０
個
と
な
る
。
配
置
に
つ
い
て
は
、
指

定
避
難
所
94
カ
所
へ
設
置
可
能
な
個
数
に
合

わ
せ
配
置
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
い
じ
め
問
題
対
策
調
査
委
員
会
の

調
査
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

令
和
７
年
度
お
よ
び
令
和
６
年
度

に
つ
い
て
は
０
件
、
令
和
５
年
度
に

つ
い
て
は
２
件
の
実
績
が
あ
る
。

　
　
　
　
い
じ
め
発
覚
後
の
体
制
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

い
じ
め
と
認
知
さ
れ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
学
校
内
の
委
員
会
で
対

応
を
検
討
し
、
事
案
に
応
じ
て
被
害
児
童
・

生
徒
の
保
護
や
加
害
児
童
・
生
徒
へ
の
指
導

等
に
つ
い
て
、
保
護
者
等
と
確
認
し
な
が
ら

行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
条
例
制
定
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

公
益
堂
は
旧
河
南
町
時
代
か
ら
地

区
集
会
所
と
し
て
地
元
で
管
理
運

営
さ
れ
て
き
た
施
設
で
あ
る
が
、
合
併
後
も

公
の
施
設
と
し
て
の
条
例
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
今
後
の
維
持
管
理
お
よ
び
運
営
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

条
例
制
定
後
は
、
地
元
団
体
に
よ

る
指
定
管
理
を
基
本
と
し
、
連
携
し

な
が
ら
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
将
来
的
に
は
無
償
譲
渡
も
視
野
に
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　
　
維
持
管
理
に
係
る
費
用
負
担
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

小
規
模
修
繕
は
地
元
団
体
が
負
担

し
、
大
規
模
修
繕
は
施
設
所
有
者
で

あ
る
市
が
対
応
す
る
。

　
　
　
　
本
市
に
お
け
る
外
国
人
住
民
数
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

本
年
５
月
末
時
点
に
お
い
て
、
男

性
が
８
１
４
名
、
女
性
が
１
０
０
４

名
の
合
計
１
８
１
８
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
制
度
改
正
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
窓

口
で
の
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
配
布
を
行
う
ほ
か
、
地
域
振
興
課
と
連
携

し
な
が
ら
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

　

６
月
18
日
の
本
会
議
で
、
条
例
お
よ

び
補
正
予
算
議
案
が
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
、
７
月
３

日
の
本
会
議
で
各
常
任
委
員
長
が
報
告

し
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。阿部浩章　委員長

石
巻
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

総
務
企
画
委
員
会
YouTube

千葉正幸　委員長

環
境
教
育
委
員
会
YouTube

常
任
委
員
長
報
告

石
巻
市
公
益
堂
条
例

石
巻
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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こ
れ
ま
で
の
減
免
件
数
と
減
免
額

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

令
和
元
年
度
が
１
９
５
件
で
４
８

８
万
８
４
８
０
円
、
令
和
２
年
度
が

１
８
０
件
で
４
８
６
万
８
７
０
０
円
、
合
計

で
３
７
５
件
、
９
７
５
万
７
１
８
０
円
で
あ

る
。

　
　
　
　
生
活
保
護
費
の
補
正
の
要
因
と
な

っ
た
最
高
裁
判
決
の
詳
細
お
よ
び

追
加
給
付
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

平
成
25
年
８
月
に
国
が
実
施
し
た

物
価
指
数
を
反
映
さ
せ
た
デ
フ
レ

調
整
に
基
づ
く
生
活
保
護
費
の
削
減
に
対
し
、

一
部
被
保
護
者
か
ら
訴
え
の
提
起
が
な
さ
れ
、

厚
生
労
働
大
臣
が
行
っ
た
デ
フ
レ
調
整
が
違

法
で
あ
る
と
の
判
決
が
昨
年
６
月
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
デ
フ
レ
調
整
と
新
た
な
高
さ
調

整
と
の
差
額
を
追
加
給
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
追
加
給
付
の
対
象
お
よ
び
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

新
山
漁
港
で
防
波
堤
の
延
伸
、
長

面
漁
港
で
令
和
６
年
度
に
行
っ
た

し
ゅ
ん
せ
つ
で
発
生
し
た
土
砂
の
処
分
、
長

面
漁
港
、
月
浦
漁
港
、
北
上
漁
港
お
よ
び
水

浜
漁
港
で
は
し
ご
の
新
規
設
置
ま
た
は
延
伸

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
観
光
周
遊
バ
ス
運
行
業
務
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

二
次
交
通
対
策
と
し
て
の
有
効
性

を
検
証
す
る
た
め
、
試
験
的
に
令
和

８
年
８
月
下
旬
か
ら
11
月
ま
で
の
土
日
祝
日

に
、
石
巻
駅
か
ら
か
わ
ま
ち
エ
リ
ア
、
門
脇

小
学
校
、
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
、
博
物
館
、
道

の
駅
上
品
の
郷
を
結
び
、
１
日
８
便
、
１
周

約
90
分
を
バ
ス
２
台
で
約
１
時
間
間
隔
に
運

行
し
、
利
用
者
は
周
遊
先
の
施
設
で
入
館
料

の
割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
予
定
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
車
窓
か
ら
楽
し
む
謎
解
き
の
企

画
や
石
巻
圏
観
光
推
進
機
構
の
ま
ち
歩
き
企

画
と
の
連
携
に
よ
り
、
観
光
客
が
楽
し
み
な

が
ら
市
内
を
巡
る
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
実
施
す
る
。

　
　
　
　
大
川
小
学
校
や
恋
す
る
灯
台
を
今

後
対
象
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　

増
便
や
そ
れ
に
伴
う
財
源
確
保
が

必
要
と
な
る
た
め
、
今
回
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
利
用
状
況
や
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
、

運
行
上
の
課
題
等
を
検
証
し
な
が
ら
、
将
来

的
に
他
の
観
光
資
源
と
の
連
携
や
周
遊
ル
ー

ト
の
拡
充
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
漁
港
施
設
改
良
工
事
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
伴
う
石
巻
市
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

令
和
８
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

令
和
８
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

山口荘一郎　委員長

鈴木良広　委員長

保
健
福
祉
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

YouTube

YouTube

　
　
　
　

対
象
は
生
活
保
護
費
の
継
続
受
給

世
帯
と
、
平
成
25
年
８
月
か
ら
こ
れ

ま
で
の
間
に
生
活
保
護
が
廃
止
と
な
っ
て
い

る
世
帯
で
あ
り
、
継
続
受
給
世
帯
に
は
通
常

の
生
活
保
護
費
の
支
給
に
併
せ
て
８
月
か
ら

月
に
２
０
０
か
ら
３
０
０
世
帯
ず
つ
追
加
給

付
を
行
い
、
来
年
３
月
で
終
了
予
定
で
あ
り
、

既
に
廃
止
と
な
っ
て
い
る
世
帯
は
、
申
し
出

を
受
け
て
追
加
給
付
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
自
立
支
援
の
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
生
活
保

護
受
給
者
の
健
康
状
態
な
ど
の
見

極
め
や
就
労
支
援
員
と
の
面
談
を
通
し
た
就

労
の
実
現
に
向
け
た
対
応
を
し
て
い
る
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
奉
仕
作
業
等
を
通
し
て
一

般
就
労
の
準
備
を
し
て
も
ら
う
就
労
準
備
支

援
事
業
を
実
施
し
、
自
立
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　
　
　
ま
ち
な
か
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
業
務
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

か
わ
ま
ち
エ
リ
ア
周
辺
の
樹
木
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
か
わ

ま
ち
の
堤
防
の
の
り
面
を
活
用
し
た
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
石
ノ
森
萬
画
館
周
辺
の
装
飾
な
ど

を
検
討
し
て
お
り
、
水
辺
と
ま
ち
な
か
の
景

観
を
生
か
し
た
夜
間
の
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の

創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
な
空
間
形
成
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
石
ノ
森
萬
画
館
改
修
工
事
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

現
在
３
階
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
の
利

用
者
増
加
に
よ
り
、
客
席
や
厨
房
の

不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
既
存
の

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
研
修
室
等
の
配

置
を
見
直
し
、
客
席
や
厨
房
の
拡
充
を
図
る
。

ま
た
、
工
房
ス
ペ
ー
ス
や
研
修
機
能
の
再
配

置
を
行
い
、
こ
れ
に
伴
う
電
気
設
備
、
空
調

設
備
お
よ
び
給
排
水
設
備
等
の
改
修
を
実
施

し
、
３
階
交
流
ス
ペ
ー
ス
全
体
を
よ
り
快
適

で
利
用
し
や
す
い
空
間
に
再
整
備
す
る
。

　
　
　
　
官
民
連
携
公
園
計
画
策
定
業
務
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

４
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
中
瀬
公

園
の
南
側
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
官

民
連
携
の
利
活
用
の
場
所
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
環
境
、
水
辺
環
境

を
活
用
し
た
事
業
展
開
を
行
う
た
め
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
検
討
を
進
め
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
本
事
業
で
は
、
公
園
の
整
備

や
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
最
適
な
事
業
ス
キ

ー
ム
や
事
業
者
選
定
に
お
け
る
公
募
資
料
の

検
討
、
事
業
者
選
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
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一般質問通告一覧（質問順）
⑪都甲　マリ子　（いしのまき未来の会）
１　市民の「くらしを守り、未来をつくる」施策について

⑫宇都宮　弘和　（凛生会）
１　本市の人口減少対策について
２　河北総合センタービッグバン等公共施設について

⑬髙橋　憲悦　（新燈石巻）
１　財政の健全化による市民ニーズへの対応強化と、公共施
設の適正な維持・管理について

⑭佐藤　雄一　（無会派）
１　ワクチンとその危険性について
２　石巻市の抱えている訴訟について
３　日本語学校設置の進捗状況について
４　二地域居住を核とした持続可能な住まい・なりわい・交
流循環創出事業について

⑮黒須　光男　（無会派）
１　殺虫剤誤飲事件について

⑯渡辺　拓朗　（公明会）
１　自然災害の避難について
２　側溝（排水路）について

⑰西條　正昭　（凛生会）
１　さらなる石巻港の振興を目指して
２　石巻新庄間の道路整備について
３　令和元年東日本台風（台風19号）により被災した北上地
区の災害復旧について

４　鳥獣被害対策について

⑱櫻田　誠子　（公明会）
１　ゼロカーボンシティの取り組みについて
２　海洋プラスチックごみ対策について

⑲原田　　豊　（石巻あかつきの会）
１　ナフサの不足による本市への影響について
２　本市の廃棄物処理について
３　通学路の安全対策について

⑳野津　裕二郎　（無会派）
１　牡鹿地区の教育環境について
２　介護人材不足について

㉑後藤　兼位　（新燈石巻）
１　行財政運営について

①早川　俊弘　（いしのまき未来の会）
１　持続可能な行財政運営について
２　こどもの遊び場整備について

②齋藤　澄子　（無会派）
１　子ども達の教育環境の充実について
２　公営住宅について
３　住民の安全・安心を守るための取り組みについて

③木村　美輝　（石巻あかつきの会）
１　石巻市の漁港内での防犯対策について
２　石巻市営住宅と復興公営住宅の現状と課題について
３　下水道の処理能力について
４　行財政の見通しについて

④阿部　和芳　（いしのまき未来の会）
１　市長の政治姿勢について

⑤千葉　正幸　（いしのまき未来の会）
１　東北楽天ゴールデンイーグルスファームの誘致について
２　集会施設譲渡の進捗状況について
３　有害鳥獣駆除対策について
４　桃生の諸課題について

⑥我妻　久美子　（新燈石巻）
１　本市の一般廃棄物処理とプラスチックの分別収集につい
て

２　不登校児童生徒への対応と学びの保障について

⑦浅沼　賢史　（凛生会）
１　子どもの居場所づくりと既存施設活用について

⑧勝又　和宣　（石巻あかつきの会）
１　公共工事における設計品質の向上と契約変更の関係につ
いて

２　地域活動と地域経済を支える行政サービスの向上につい
て

⑨鈴木　良広　（公明会）
１　持続可能な石巻のまちづくりについて
２　民間借上住宅や公営住宅を退去する際の原状回復費用に
ついて

⑩谷　　祐輔　（新燈石巻）
１　スポーツを活かした地域課題解決と新たなまちづくりに
ついて

議員21人が登壇

市政を問う!
一 般 質 問 　第２回定例会の一般質問は、21人の議員が市政

全般にわたり市当局の見解をただし、政策提言を行
いました。
　その中から、いくつかの質問と答弁の要旨を紹介
します。
　なお、このコーナーは質問を行った議員自らが市
当局の答弁に基づき、記事の編集を行っています。
　一般質問の様子は、２次元コードから録画映像を
ご覧になれます。
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一般質問

齋藤　澄子
議員

無会派

YouTube

木村　美輝
議員

石巻あかつきの会

YouTube

早川　俊弘
議員

いしのまき
未来の会

YouTube

子
ど
も
達
の
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

問　
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
進
め
る
考
え
は
。

答　

財
源
確
保
が
課
題
だ
。
国
・
県
に
恒
久
的
な
財
政
支
援
を
求

め
て
い
く
。

問　
給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
児
童
に
、
相
当
額
を
給
付
す
べ
き
で

は
。

答　

文
部
科
学
省
の
取
り
扱
い
を
踏
ま
え
、
検
討
を
進
め
る
。

問　
部
活
動
の
地
域
移
行
の
進
捗
は
。

答　

今
年
度
は
一
時
的
窓
口
の
設
置
、
地
域
ク
ラ
ブ
認
定
制
度
の

構
築
、
小
学
校
高
学
年
へ
の
説
明
会
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
中
総
体
の
在
り
方
は
。

答　

令
和
９
年
度
以
降
の
全
国
大
会
規
模
縮
小
な
ど
を
踏
ま
え
、

宮
城
県
中
体
連
の
動
向
を
注
視
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
大

会
の
在
り
方
に
つ
い
て
連
携
を
図
る
。

公
営
住
宅
に
つ
い
て

問　
保
証
人
を
確
保
で
き
な
い
入
居
者
へ
の
対
応
は
。

答　

高
齢
者
や
単
身
者
な
ど
事
情
を
確
認
し
な
が
ら
丁
寧
に
対
応

し
て
い
く
。

問　
県
営
住
宅
が
順
次
廃
止
さ
れ
る
。
市
の
対
応
は
。

答　

県
が
主
体
と
な
る
が
、
市
民
の
住
ま
い
の
安
定
確
保
は
重
要

で
あ
る
。
県
と
情
報
共
有
し
、
入
居
相
談
な
ど
必
要
な
支
援
に

努
め
る
。

住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

問　
米
軍
の
大
規
模
演
習
な
ど
に
伴
い
、
騒
音
な
ど
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。
市
の
認
識
は
。

答　

騒
音
な
ど
の
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
周

辺
住
民
の
安
全
確
保
と
生
活
環
境
へ
の
配
慮
が
必
要
だ
。

問　
女
川
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
後
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
市

は
ど
う
考
え
る
か
。

答　

原
子
力
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
市
民
に
大
き
な
不
安
を
与

え
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
事
業
者
に
対
し
信
頼
を
損
な
う
こ

と
の
な
い
よ
う
、
安
全
確
保
を
最
優
先
に
求
め
て
い
く
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問　
公
共
施
設
の
統
廃
合
お
よ
び
適
正
配
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た
「
石
巻
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
に
お
い
て
、
ハ
コ
モ
ノ
施
設
の
延
床
面
積
を
令
和
37

年
度
ま
で
に
20
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

問　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
前
提
に
、
支
所
・
総
合
支
所
の
機

能
再
編
や
統
合
を
含
め
た
組
織
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
を
伺
う
。

答　

今
後
の
人
口
推
移
や
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
支

所
・
総
合
支
所
の
機
能
再
編
を
含
め
た
組
織
の
見
直
し
を
進
め

る
。

問　
市
長
の
決
意
は
。

答　

将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
残
さ
ぬ
よ
う
行
財
政
改
革
を
着

実
に
進
め
、
市
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
持
続
可
能
な
自
治
体

経
営
の
実
現
に
努
め
る
。

子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
に
つ
い
て

問　
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
岩
沼
市
や
富
谷

市
の
よ
う
な
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
図
書
館
機
能
を
有
す
る
交

流
拠
点
整
備
の
考
え
を
伺
う
。

答　

図
書
館
の
児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー
内
に
「
子
ど
も
読
書
空
間
」

を
設
置
し
て
い
る
が
、
他
市
の
よ
う
な
交
流
ス
ペ
ー
ス
へ
の
転

用
は
困
難
で
あ
り
、
令
和
13
年
度
以
降
の
改
築
・
建
て
替
え
時

に
検
討
し
て
い
く
計
画
と
し
て
い
る
。

問　
屋
内
型
子
ど
も
交
流
施
設
整
備
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
を
伺

う
。

答　

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
子
ど

も
の
居
場
所
や
交
流
機
能
の
充
実
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
も
既
存
施
設
の
活
用
や
民
間
活
力
の
導
入
も
含
め
、
子
育

て
支
援
拠
点
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

石
巻
市
の
漁
港
内
で
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

問　
陸
閘
管
理
カ
メ
ラ
は
24
時
間
作
動
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

24
時
間
体
制
で
録
画
さ
れ
て
い
る
。

問　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
防
犯
灯
の
設
置
定
義
の
見
直
し
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

抑
止
力
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　

地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
行
政
区
や
町
内
会
な
ど
に
設
置
、

管
理
さ
れ
て
い
る
。

石
巻
市
営
住
宅
と
復
興
公
営
住
宅
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

問　
市
営
住
宅
と
復
興
住
宅
の
戸
数
と
入
居
割
合
を
伺
う
。

答　

市
営
住
宅
は
１
２
３
２
戸
、
移
転
計
画
を
進
め
て
い
る
こ
と

か
ら
入
居
率
は
39
・
８
％
。
復
興
住
宅
は
５
６
６
７
戸
、
入
居

率
は
78
・
６
％
で
あ
る
。

問　

戸
建
の
復
興
住
宅
の
払
い
下
げ
は
検
討
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

答　

入
居
者
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
る
。

問　
共
助
型
復
興
住
宅
は
改
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
伺
う
。

答　

全
体
的
な
視
点
で
慎
重
に
検
討
す
る
。

下
水
道
の
処
理
能
力
に
つ
い
て

問　
下
水
道
浄
化
槽
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
割
合
を
伺
う
。

答　

令
和
６
年
度
末
時
点
で
14
・
３
％
で
あ
る
。

問　
石
巻
市
で
昨
年
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
数
を
伺
う
。

答　

集
計
デ
ー
タ
が
な
い
が
、
宮
城
県
で
１
件
報
告
さ
れ
て
い
る
。

行
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て

問　
今
後
の
財
政
状
況
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
る

の
か
伺
う
。

答　

人
口
減
少
が
深
刻
で
あ
り
、
地
方
交
付
税
等
の
増
加
も
見
込

め
ず
、
社
会
保
障
経
費
や
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
の
増
加
な

ど
財
政
状
況
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問　
次
世
代
に
未
来
あ
る
石
巻
市
を
残
し
て
ほ
し
い
。
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東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
フ
ァ
ー
ム
の
誘

致
に
つ
い
て

問　
市
長
が
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ

ー
グ
ル
ス
フ
ァ
ー
ム
の
本
拠
地
誘
致
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

２
０
３
０
年
代
前
半
に
移
転
完
了
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
お

り
、
早
い
段
階
で
候
補
自
治
体
が
絞
ら
れ
る
の
で
、
本
市
の
魅

力
を
し
っ
か
り
伝
え
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
行
う
。

集
会
施
設
譲
渡
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問　
老
人
憩
い
の
家
等
地
域
と
密
着
す
る
集
会
所
は
、
地
域
団
体

へ
の
無
償
譲
渡
を
推
進
す
る
と
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
を
目
標
に

す
る
の
か
伺
う
。

答　

数
年
前
か
ら
地
域
と
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、
耐
用
年
数
が

大
き
く
超
え
、
無
償
譲
渡
が
困
難
な
施
設
は
廃
止
を
念
頭
に
今

後
明
確
に
示
す
。

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て

問　
銃
に
よ
る
有
害
鳥
獣
駆
除
は
２
月
中
旬
か
ら
３
月
末
ま
で
の

期
間
は
で
き
な
い
。
わ
な
猟
の
よ
う
に
通
年
実
施
で
き
な
い
か

伺
う
。

答　

銃
猟
の
通
年
実
施
に
つ
い
て
宮
城
県
お
よ
び
猟
友
会
と
協
議

す
る
。

問　
平
地
で
の
イ
ノ
シ
シ
駆
除
は
箱
わ
な
に
頼
る
し
か
な
い
。
ク

マ
捕
獲
と
兼
用
の
箱
わ
な
は
重
く
て
一
人
で
は
取
り
扱
え
な

い
。
組
立
式
等
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
用
の
箱
わ
な
を
作
れ
な
い
か

伺
う
。

答　

強
度
と
安
全
性
を
確
保
し
１
人
で
も
取
り
扱
え
る
箱
わ
な
の

導
入
を
検
討
す
る
。

桃
生
小
中
一
貫
校
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問　

小
中
一
貫
校
を
目
指
し
て
桃
生
地
区
３
小
学
校
が
統
合
し
、

児
童
・
生
徒
は
方
向
性
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
進
級
・
卒
業
し
て

い
る
。
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

基
本
構
想
審
議
会
を
経
て
今
年
度
内
に
基
本
構
想
を
お
示
し

す
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
石
巻
市
議
会
議
員
選
挙
で
投
票
率
が
過
去
最
低
の
44
・
58
％

に
と
ど
ま
っ
た
所
見
を
伺
う
。

答　

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
投

票
所
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
一
層
の
協
力
体
制
を
築

く
。

問　
議
会
・
議
員
の
発
信
力
を
反
省
し
つ
つ
、
い
し
ぴ
ょ
ん
カ
ー

ド
の
配
布
だ
け
で
は
な
く
、
石
巻
市
博
物
館
企
画
展
を
見
て
参

政
権
・
政
治
へ
参
画
を
考
え
て
ほ
し
い
。

問　

行
財
政
改
革
の
推
進
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
、

行
政
Ｄ
Ｘ
の
具
体
的
な
進
捗
と
コ
ス
ト
削
減
効
果
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
進
捗
と
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
覚
悟

を
伺
う
。

答　

市
民
満
足
度
や
行
政
効
率
を
高
め
る
よ
う
な
「
質
」
的
な
改

革
と
並
行
し
て
取
り
組
む
。
開
庁
時
間
の
短
縮
・
コ
ン
ビ
ニ
や

オ
ン
ラ
イ
ン
受
付
、「
定
量
評
価
」
に
加
え
「
定
性
評
価
」
を

組
み
合
わ
せ
多
角
的
な
総
合
評
価
を
実
施
。
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

や
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
視
点
を
さ
ら
に
研
ぎ
澄
ま
し
一
層
果
敢
に
取
り

組
む
。
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
で
コ
ス
ト
削
減
効
果
を
段
階
的
に
引
き

上
げ
る
。
公
共
施
設
の
適
正
配
置
に
は
地
域
住
民
の
合
意
形
成

が
不
可
欠
で
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
。
財
政
の
健
全
化
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
両
立
さ
せ
不
退
転
の
決
意
で
進
め

る
。

問　
人
口
減
少
に
つ
い
て
、
横
並
び
で
は
な
く
本
市
の
強
み
を
生

か
し
た
対
策
、
若
い
世
代
が
「
稼
げ
る
、
魅
力
あ
る
産
業
」
と

す
べ
き
だ
。
子
育
て
・
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
拡
充
、
学
び
の

質
の
向
上
な
ど
独
自
の
子
育
て
世
代
を
呼
び
込
む
策
が
必
要
。

移
住
・
定
住
に
も
豊
か
な
自
然
や
食
文
化
、
郷
土
の
歴
史
な
ど

情
報
発
信
す
べ
き
だ
。

問　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
収
集
と
ご
み
袋
の
供
給
不
足
に
つ
い
て

の
対
応
を
伺
う
。
ま
た
、
広
域
で
の
指
定
袋
の
共
同
調
達
や
ル

ー
ル
の
統
一
、
ご
み
減
量
で
削
減
で
き
た
処
理
費
用
な
ど
を
子

育
て
や
奨
学
金
に
活
用
す
る
基
金
の
創
設
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
伺
う
。

答　

説
明
会
で
は
汚
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
出
し
方
や
専
用
袋
、

違
反
ご
み
の
対
応
な
ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
指
定
袋

は
製
造
事
業
者
と
連
携
し
安
定
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
将

来
的
な
広
域
で
の
指
定
袋
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
協
議
し
て

い
く
。
ご
み
減
量
の
成
果
を
市
民
が
実
感
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
は
重
要
で
あ
り
、
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
不
登
校
児
童
生
徒
が
学
校
に
通
え
な
く
て
も
学
び
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
な
ど
を
活
用
し
た
「
学
び
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
の
構
築
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

市
内
の
不
登
校
は
小
学
校
約
３
・
３
％
、
中
学
校
約
10
％
で

推
移
し
て
い
る
。
石
巻
市
学
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
コ
イ
ル
や

学
び
支
援
教
室
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
加
え
、

Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
や
生
成
Ａ
Ｉ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
の
活
用
が
効
果

的
で
あ
る
。
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
実
行
し
た
い
。

我妻久美子
議員

新燈石巻

YouTube

阿部　和芳
議員

いしのまき
未来の会

YouTube

千葉　正幸
議員

いしのまき
未来の会

YouTube
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勝又　和宣
議員

石巻あかつきの会

YouTube

浅沼　賢史
議員

凛生会

YouTube

公
共
工
事
に
お
け
る
設
計
品
質
の
向
上
と
契
約
変
更

の
関
係
に
つ
い
て

問　
過
去
３
年
間
の
契
約
変
更
件
数
と
そ
の
要
因
を
ど
の
よ
う
に

分
析
し
、
設
計
品
質
の
向
上
へ
生
か
し
て
い
る
の
か
。

答　

契
約
変
更
は
３
４
５
件
で
、
自
然
条
件
や
改
修
工
事
で
判
明

す
る
劣
化
な
ど
が
主
な
要
因
。
設
計
会
社
や
施
設
管
理
者
と
の

協
議
、
複
数
の
技
術
職
員
に
よ
る
確
認
を
行
い
、
次
の
設
計
へ

反
映
し
て
い
く
。

問　
完
成
図
書
や
改
修
履
歴
を
将
来
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
活
用
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

完
成
図
書
の
電
子
デ
ー
タ
化
や
履
歴
の
一
元
管
理
を
進
め
、

契
約
変
更
の
経
験
や
知
見
を
市
全
体
で
共
有
し
、
設
計
品
質
の

向
上
と
効
率
的
な
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
て
い

く
。

地
域
活
動
と
地
域
経
済
を
支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
い
て

問　
地
域
商
品
券
事
業
の
情
報
は
、
商
工
会
議
所
会
員
以
外
の
事

業
者
に
も
十
分
届
い
て
い
た
か
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
各
種
団
体
と
の
連
携
な
ど
、
多

様
な
手
法
で
必
要
な
情
報
を
確
実
に
届
け
る
取
り
組
み
を
継
続

す
る
。

問　
補
助
金
・
助
成
金
を
よ
り
迅
速
に
支
払
う
た
め
、
Ｄ
Ｘ
や
電

子
決
裁
を
進
め
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

現
在
も
15
日
以
内
の
支
払
い
に
努
め
、
今
後
は
電
子
申
請
や

電
子
決
裁
を
進
め
、
事
務
効
率
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図

る
。

問　
地
域
商
品
券
の
加
盟
店
支
援
と
し
て
、
換
金
回
数
の
増
加
や

支
払
期
間
の
短
縮
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

加
盟
店
の
資
金
繰
り
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
事
務
負
担

や
経
費
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
、
次
年
度
以
降
は
換
金
期
間

の
短
縮
を
調
整
す
る
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
既
存
施
設
の
活
用
に
つ

い
て

問　
旧
市
内
と
比
較
し
、
河
南
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
旧
町
地
域

で
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
が
不
足
し
て
い
る
。
新
た
な
施
設
整

備
だ
け
で
な
く
、
既
存
施
設
を
活
用
し
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
交
流
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
伺
う
。

答　

市
で
は
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
居
場
所
は
旧
市
内
に
比
較
的

多
く
、
地
域
に
よ
っ
て
利
用
機
会
に
差
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
は
、
既
存
公
共
施
設
を
有
効
活
用
し
、
地
域
の
実
情

や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

と
連
携
し
た
持
続
可
能
な
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

問　
移
動
型
児
童
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
開
催
回
数
だ
け
で
な
く
、

事
業
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
を
客
観
的
に
検
証
す
る
た

め
、
利
用
者
数
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
評
価
指
標
を
設
定
し
、

改
善
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

答　

市
で
は
「
石
巻
市
こ
ど
も
計
画
」
に
基
づ
く
指
標
を
活
用
し
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
評
価
・
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
事
業

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
、

学
校
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
子
育
て
支
援
団
体
な
ど
と
の
意
見

交
換
を
進
め
、
市
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
う
べ
き
で
は
な

い
か
伺
う
。

答　

関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
は
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

で
あ
る
。

持
続
可
能
な
石
巻
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　
本
市
に
お
け
る
若
年
層
人
口
の
流
出
状
況
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
若
年
層
の
定
住
促
進
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
か
伺
う
。

答　

転
出
超
過
の
60
％
を
20
歳
か
ら
39
歳
が
占
め
て
お
り
、
就
職
・

結
婚
・
子
育
て
期
世
代
の
転
出
が
大
き
い
。
施
策
に
つ
い
て
は
、

定
住
促
進
住
宅
取
得
等
補
助
金
、
結
婚
等
支
援
事
業
補
助
金
な

ど
の
各
種
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

財
政
健
全
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、
市
税
収
入
の
減
少
、
社
会
保
障

費
の
増
加
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、

懸
念
材
料
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
税
や
地
方
交
付
税
の
増
収
は
見
込
み
に
く
い
。
一
方
、
歳

出
面
は
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
や
社
会
保
障
費
の
増
加
に
よ

り
、
財
政
需
要
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
財
政
環
境
の
厳
し
さ
が

増
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

民
間
借
り
上
げ
住
宅
や
公
営
住
宅
を
退
去
す
る
際
の

原
状
回
復
費
用
に
つ
い
て

問　
入
居
者
に
対
し
、
入
居
期
限
を
知
ら
せ
る
通
知
を
行
っ
て
い

る
が
、
突
然
の
通
知
で
不
安
を
抱
く
人
も
い
た
。
疑
問
や
不
安

点
な
ど
の
聴
取
や
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
を
配
布
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

答　

議
員
ご
指
摘
の
通
り
一
方
的
な
お
知
ら
せ
に
と
ど
ま
り
、
入

居
者
へ
の
配
慮
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
は
反
省
す
べ
き
で
あ

る
。
移
転
計
画
に
基
づ
く
説
明
会
な
ど
の
機
会
を
捉
え
、
入
居

者
の
不
安
を
解
消
し
、
移
転
計
画
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

ま
い
り
た
い
。

鈴木　良広
議員

公明会

YouTube
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一般質問

市
民
の
「
く
ら
し
を
守
り
、
未
来
を
つ
く
る
」
施
策

に
つ
い
て

問　
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
、
地
域
商
品
券
事
業
は
市
民
生
活

を
支
え
る
施
策
で
あ
る
一
方
、
実
施
ま
で
時
間
を
要
し
た
。
今

後
は
迅
速
な
実
施
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｘ
や
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
な
ど
、
将
来
的
な
効
果
も
見
据
え
た
交
付
金
の
活
用
が
必
要

で
あ
る
。

答　

商
品
券
は
発
行
準
備
に
時
間
を
要
し
た
が
、
今
後
も
国
の
交

付
金
を
活
用
し
、
市
民
生
活
の
支
援
に
加
え
、
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど

将
来
を
見
据
え
た
効
果
的
な
事
業
も
検
討
し
て
い
く
。

問　
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
、
屋
内
遊
戯
施
設
や
児

童
館
な
ど
安
心
し
て
遊
べ
る
居
場
所
の
整
備
、
小
学
校
ト
イ
レ

の
洋
式
化
や
学
校
施
設
の
改
修
な
ど
、
本
市
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
へ
の
投
資
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

答　

屋
内
遊
戯
施
設
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は
、
既
存
施
設

の
活
用
も
含
め
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。
学
校
施
設
に
つ
い
て

も
、
予
算
を
確
保
し
な
が
ら
計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問　
人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
す
る

た
め
、
総
合
支
所
で
の
Ｄ
Ｘ
活
用
に
よ
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
、
小
中
学
校
の
再
編
を
人
口
動
態
も
踏
ま
え
な
が
ら
計
画

的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

答　

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
研
究
す
る

と
と
も
に
、
小
中
学
校
の
再
編
は
保
護
者
や
地
域
と
合
意
形
成

を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
最
優
先
に
進
め

て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
課
題
解
決
の
力
に
―
選
ば
れ
る
石

巻
へ
の
土
台
づ
く
り
―

問　
改
定
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
踏
ま
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を

地
域
課
題
解
決
や
ま
ち
の
活
力
創
出
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の

か
。

答　

健
康
・
教
育
・
福
祉
・
観
光
な
ど
各
分
野
と
連
携
し
、
地
域

課
題
の
解
決
や
ま
ち
の
活
力
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
を
競
技
や
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
地
域
課
題
解

決
の
政
策
手
段
と
し
て
位
置
付
け
る
考
え
か
。

答　

地
域
活
性
化
や
健
康
づ
く
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
、
地

域
課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
取
り
組
む
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
進
め
る
た
め
、
施
設
利
用
や
参
加
状
況
な

ど
を
整
理
・
分
析
し
、
ス
ポ
ー
ツ
機
会
マ
ッ
プ
な
ど
見
え
る
化

を
進
め
る
考
え
は
。

答　

デ
ー
タ
整
理
や
分
析
は
重
要
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
機
会
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
も
効
果
的
な
周
知
方
法
を
研
究
し
、
市
が
把
握
し

て
い
る
情
報
か
ら
整
理
を
進
め
る
。

問　
施
設
利
用
デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
小
規
模
な

モ
デ
ル
事
業
を
進
め
る
考
え
は
。

答　

モ
デ
ル
事
業
か
ら
段
階
的
に
展
開
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ

り
、
効
果
や
課
題
を
検
証
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

問　
参
加
人
数
だ
け
で
な
く
、
健
康
づ
く
り
や
社
会
参
加
な
ど
地

域
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
成
果
も
評
価
す
べ
き
で
は
。

答　

事
業
ご
と
の
成
果
指
標
を
意
識
し
、
効
果
の
見
え
る
化
に
取

り
組
む
。

問　
研
究
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
小
さ
な
実
証
か
ら
始
め
る
べ
き

で
は
。

答　

既
存
の
人
・
施
設
・
事
業
を
生
か
し
た
見
え
る
化
や
小
さ
な

実
証
は
有
効
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
は

様
々
な
政
策
課
題
を
横
断
的
に
解
決
で
き
る
。
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
戦
略
的
に
進
め
て
い
く
。

本
市
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問　
若
年
層
の
進
学
や
就
職
に
よ
る
転
出
状
況
に
つ
い
て
の
課
題

認
識
は
。

答　

地
域
の
活
力
や
将
来
の
担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
重
要
な
課

題
。
若
者
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
地
元
企
業
の
情
報
発

信
を
行
う
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
若
者
の
地
元

定
着
に
つ
な
が
る
施
策
の
充
実
に
努
め
る
。

問　
若
者
が
政
策
形
成
や
意
思
決
定
に
主
体
的
に
関
わ
る
仕
組
み

に
つ
い
て
現
在
の
取
り
組
み
で
十
分
で
あ
る
の
か
。

答　

な
お
充
実
の
余
地
が
あ
る
と
認
識
す
る
。

問　
若
者
層
の
市
内
就
職
者
に
対
す
る
「
就
職
奨
励
金
制
度
」
の

創
設
に
つ
い
て
。

答　

若
者
層
の
就
労
施
策
が
最
も
効
果
的
か
検
討
を
重
ね
る
。

問　
観
光
振
興
と
移
住
定
住
政
策
を
ど
の
よ
う
に
連
携
さ
せ
て
い

く
の
か
。

答　

観
光
客
を
一
度
限
り
の
お
客
様
と
し
て
で
は
な
く
、
本
市
を

応
援
す
る
フ
ァ
ン
と
し
て
育
み
、
関
係
人
口
の
創
出
と
人
口
減

少
対
策
の
両
立
に
取
り
組
む
。

河
北
総
合
セ
ン
タ
ー
ビ
ッ
グ
バ
ン
等
公
共
施
設
に
つ

い
て

問　
施
設
整
備
の
計
画
的
な
修
繕
計
画
は
。

答　

そ
の
都
度
優
先
度
を
判
断
し
な
が
ら
、
順
次
修
繕
を
進
め
、

要
望
が
多
い
「
ト
イ
レ
の
洋
式
化
」
は
、
国
の
財
政
措
置
な
ど

も
検
討
し
、
総
合
計
画
実
施
計
画
へ
の
位
置
付
け
も
含
め
、
早

期
の
事
業
実
施
に
努
め
る
。

問　
閉
館
し
て
い
る
旧
市
情
報
プ
ラ
ザ
（
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
）
の

今
後
に
つ
い
て
は
。

答　

敷
地
を
所
管
す
る
教
育
委
員
会
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
建
屋

を
取
り
壊
し
の
上
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
す
る
計
画
と

し
て
い
る
が
、
財
源
の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
事
業
実
施
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

谷　　祐輔
議員

新燈石巻

YouTube

宇都宮弘和
議員

凛生会

YouTube

都甲マリ子
議員

いしのまき
未来の会

YouTube
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一般質問

ワ
ク
チ
ン
と
そ
の
危
険
性
に
つ
い
て

問　
全
国
有
志
医
師
の
会
か
ら
『
科
学
的
妥
当
性
お
よ
び
安
全
性

に
関
す
る
重
大
な
懸
念
』
と
し
て
声
明
が
出
さ
れ
て
い
る
「
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
」
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

対
象
者
は
妊
娠
28
週
か
ら
37
週
ま
で
の
妊
婦
で
、
接
種
後
に

母
親
の
体
内
で
作
ら
れ
た
抗
体
が
胎
盤
を
介
し
て
胎
児
に
移
行

し
、
新
生
児
お
よ
び
乳
児
の
重
症
化
を
予
防
す
る
と
い
う
も
の
。

問　
薬
害
の
集
団
訴
訟
が
続
い
て
い
る
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
接
種
者
数
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
本
市
の
接
種
者
数
は

実
人
数
で
１
８
３
７
人
。

問　
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
の
申
請
件
数
は
。

答　

全
国
の
申
請
件
数
は
１
５
３
５
６
件
で
、
本
市
の
申
請
件
数

は
18
件
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
県
内
で
は
22
人
が
死
亡
認

定
さ
れ
て
い
る
。
県
内
全
体
の
救
済
制
度
の
申
請
状
況
は
。

答　

２
９
０
件
。
内
訳
は
認
定
が
１
９
２
件
、
不
認
定
が
68
件
、

審
議
中
が
30
件
。 

こ
の
う
ち
死
亡
に
関
す
る
申
請
は
41
件
、
認

定
さ
れ
た
件
数
は
22
件
。

本
市
の
抱
え
て
い
る
訴
訟
に
つ
い
て

問　
黒
須
光
男
議
員
が
本
市
に
対
し
て
複
数
訴
え
を
起
こ
し
て
い

る
件
に
つ
い
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
訴
訟
費
用
が
か
か
っ
て
い
る

の
か
。

答　

平
成
31
年
３
月
か
ら
２
件
の
住
民
訴
訟
、
10
件
の
損
害
賠
償

請
求
事
件
等
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
全
て
の
訴
訟
費
用
を
合
わ

せ
る
と
、
約
３
３
７
０
万
円
で
あ
り
、
さ
ら
に
増
え
る
見
通
し
。

財
政
の
健
全
化
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応
強

化
と
、
公
共
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て

問　
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
用
を
念
頭
に
、
多
額
を

要
す
る
事
業
の
序
列
と
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
は
じ
め
、
財
政
負
担
の

増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
。
事
業
実
施
の
序
列
は
市
民
生
活
に
不

可
欠
な
公
共
性
の
高
い
事
業
を
優
先
し
、
目
的
や
緊
急
性
、
有

効
性
や
費
用
対
効
果
な
ど
、
将
来
的
な
財
政
状
況
等
も
勘
案
し

な
が
ら
判
断
す
る
。

問　
人
口
減
少
等
に
よ
る
市
税
や
交
付
税
等
の
減
収
が
予
想
さ
れ

る
中
、
財
源
確
保
策
と
歳
出
の
削
減
策
は
。

答　

将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
残
す
こ
と
な
く
、
持
続
可
能
な

市
政
運
営
を
進
め
る
。
歳
入
は
自
主
財
源
の
確
保
を
進
め
、
あ

ら
ゆ
る
財
源
確
保
策
に
取
り
組
み
、
歳
出
は
事
業
の
一
層
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
る
。

問　

ク
マ
の
目
撃
情
報
や
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

ク
マ
の
目
撃
情
報
は
16
件
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
の
捕
獲
用
箱
わ
な
は
、
26
台

保
有
し
、
捕
獲
免
許
の
助
成
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
強
化
を
図

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
新
図
書
館
の
早
期
建
設
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

一
日
で
も
早
く
建
設
し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、
各
種

計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
建
設
を
目
指
し
た
い
。

問　
公
営
住
宅
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

居
住
者
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
お
り
、
事
情
や
要
望
な
ど

を
十
分
に
確
認
し
、
適
切
な
対
応
に
努
め
る
。
取
り
壊
し
が
予

定
さ
れ
て
い
る
県
営
住
宅
の
居
住
者
に
も
市
営
住
宅
へ
の
入
居

す
る
選
択
肢
を
図
る
。

殺
虫
剤
誤
飲
事
件
に
つ
い
て

問　
殺
虫
剤
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
小
分
け
す
る
の
は
法
に
抵
触
す

る
重
大
な
事
件
で
あ
り
、
当
局
は
庁
議
に
諮
り
、
共
有
し
て
い

た
の
か
。

答　

社
会
的
・
道
具
的
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
。
医
薬
品
医
療
機

器
等
法
に
抵
触
し
か
ね
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は

関
係
団
体
等
に
対
し
、
法
令
遵
守
の
徹
底
と
適
正
な
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
継
続
し
て
注
意
喚
起
を
行
い
、
再
発
防
止
に
努
め

る
。
庁
議
に
つ
い
て
は
、
警
察
の
捜
査
中
で
あ
る
た
め
、
結
論

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
段
階
で
は
報
告
で
き
な
い
。

問　

市
は
、
町
内
会
の
役
員
を
集
め
て
研
修
会
を
開
催
し
た
が
、

出
席
は
担
当
課
長
の
み
で
、
部
長
、
副
市
長
の
出
席
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
市
は
警
察
か
ら
の
捜
査
内

容
が
な
か
な
か
得
ら
れ
ず
事
件
の
公
表
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
と

言
う
が
、
県
警
本
部
か
ら
の
情
報
開
示
文
書
に
よ
る
と
「
殺
虫

剤
誤
飲
問
題
は
、
石
巻
市
か
ら
相
談
を
受
け
て
お
ら
ず
、
行
政

文
書
の
作
成
お
よ
び
取
得
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
保
有
し
て
い

な
い
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。
市
は
相
談
の
た
め
県
警
と
会
っ
た

こ
と
は
あ
る
の
か
。

答　

直
接
会
っ
た
こ
と
は
な
い
。

問　
私
の
選
挙
公
約
は
市
政
を
「
マ
ル
裸
に
す
る
」
で
あ
る
。
実

現
の
た
め
全
身
全
霊
を
懸
け
る
。

髙橋　憲悦
議員

新燈石巻

YouTube

佐藤　雄一
議員

無会派

YouTube

黒須　光男
議員

無会派

YouTube
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一般質問

さ
ら
な
る
石
巻
港
の
振
興
を
目
指
し
て

問　
石
巻
港
の
機
能
強
化
と
利
活
用
の
推
進
は
、
地
域
経
済
の
発

展
や
雇
用
を
創
出
し
、
人
口
減
少
対
策
の
一
助
と
な
る
が
、
他

自
治
体
に
は
な
い
石
巻
港
の
利
活
用
等
を
伺
う
。

答　

東
北
唯
一
の
国
際
拠
点
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
陸
路
と

海
路
の
結
節
点
で
あ
る
石
巻
港
を
核
と
し
た
物
流
拠
点
都
市
を

目
指
し
、
地
域
産
業
の
振
興
・
発
展
と
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ

て
い
く
。

石
巻
新
庄
間
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

問　
太
平
洋
と
日
本
海
を
結
ぶ
み
ち
の
く
ウ
エ
ス
ト
ラ
イ
ン
は
重

要
な
路
線
で
あ
り
早
期
完
成
が
望
ま
れ
る
が
、
整
備
の
見
通
し

を
伺
う
。

答　

今
後
も
石
巻
・
新
庄
地
域
高
規
格
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
を
は
じ
め
、
他
団
体
と
も
連
携
強
化
し
、
国
に
対
し
て
積
極

的
な
要
望
活
動
を
通
じ
て
早
期
実
現
を
働
き
か
け
て
い
く
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
り
被
災
し
た
北
上
地
区

の
被
害
復
旧
に
つ
い
て

問　
災
害
か
ら
８
年
に
な
り
、
道
路
や
河
川
堤
防
・
農
地
等
は
復

旧
し
た
が
、
全
流
出
し
た
ダ
ム
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

宮
城
県
で
は
本
年
３
月
に
女
川
沢
、
細
峰
沢
、
石
塔
山
沢
の

測
量
作
業
を
準
備
し
て
お
り
、
完
了
後
、
地
質
調
査
、
設
計
作

業
に
進
ん
で
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問　
野
鳥
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
出
没
に
よ
り
、
田
畑
や
庭
園
な

ど
財
産
に
被
害
を
受
け
て
い
る
が
、
本
市
の
鳥
獣
被
害
対
策
を

伺
う
。

答　

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
箱
わ
な
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
わ
な
遠
隔
監
視
シ

ス
テ
ム
の
導
入
等
を
支
援
し
て
お
り
、
捕
獲
事
業
の
強
化
に
努

め
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問　
新
防
災
気
象
情
報
で
は
レ
ベ
ル
３
を
経
ず
に
避
難
指
示
に
至

る
場
合
が
あ
り
、
避
難
所
の
開
設
に
影
響
す
る
が
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

答　

避
難
指
示
の
発
令
に
合
わ
せ
て
迅
速
に
開
設
で
き
る
よ
う
事

前
に
施
設
管
理
者
と
の
連
携
を
図
る
。

問　
土
砂
災
害
の
減
災
へ
住
民
が
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
、
迅
速
に

避
難
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答　

地
域
事
情
に
応
じ
た
地
区
防
災
計
画
の
策
定
な
ど
を
通
じ
住

民
を
主
体
に
し
た
避
難
所
開
設
や
運
営
の
環
境
整
備
に
取
り
組

む
。

問　
個
別
避
難
計
画
書
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
策
定
時
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
や
電
話
窓
口
対
応
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

効
果
的
な
手
法
と
考
え
る
。
支
援
を
必
要
と
す
る
方
に
は
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
協
力
な
ど
時
間
を
か
け
て
丁
寧
な
対
応
を
お

願
い
し
て
い
る
。

問　

有
効
的
な
避
難
指
示
へ
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
シ
ン
・

オ
ー
ト
コ
ー
ル
」
の
導
入
を
検
討
し
て
み
て
は
。

答　

避
難
行
動
要
支
援
者
に
有
効
に
働
く
と
思
う
が
、
取
り
組
み

実
績
を
見
な
が
ら
対
応
す
る
。

問　

本
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
蛇
田
土
地
改
良
区
は
、

圃
場
面
積
の
縮
小
に
伴
い
、
河
南
矢
本
土
地
改
良
区
に
吸
収
合

併
の
予
定
で
あ
る
。
沼
向
排
水
路
等
の
市
へ
の
移
管
を
含
め
、

負
担
を
軽
く
し
て
吸
収
合
併
に
至
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
。
進
捗
状
況
と
所
感
を
伺
う
。

答　

維
持
管
理
上
の
問
題
点
の
整
理
や
必
要
な
予
算
の
精
査
な
ど

適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
事
務
整
理
を
行
っ
て

い
る
。
防
災
集
団
移
転
事
業
を
は
じ
め
新
市
街
地
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
令
和
６
年
度
施
政
方
針
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
た
Ｅ
Ｖ
車
の
普
及
促
進
を
掲
げ
、
１
０
０
基
を
目
標
と

し
て
い
た
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

22
施
設
47
基
の
設
置
で
一
旦
終
了
す
る
。
現
在
公
用
車
12
台

が
電
気
自
動
車
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
車
は
４
台
。
更
新
時
期
に
電
気
自
動

車
等
の
次
世
代
自
動
車
へ
の
切
り
替
え
を
積
極
的
に
検
討
す

る
。

問　
石
巻
市
環
境
基
本
計
画
の
点
検
・
評
価
で
目
標
未
達
成
。
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
使
用
頻
度
、
年
間
維
持
費
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
も

考
慮
し
、
使
用
に
つ
い
て
の
見
合
わ
せ
が
必
要
。

答　

庁
内
で
検
討
を
重
ね
、
８
月
か
ら
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
稼
働

停
止
す
る
予
定
。
チ
ラ
シ
等
で
周
知
を
図
る
。

問　
町
内
会
で
管
理
す
る
防
犯
灯
。
蛍
光
灯
が
来
年
度
製
造
中
止

と
な
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
る
こ
と
で
電
気
料
金
や
Ｃ
Ｏ
２
の
削

減
効
果
が
あ
り
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

令
和
元
年
か
ら
補
助
制
度
を
始
め
、
推
進
割
合
は
52
％
。
未

実
施
町
内
会
へ
個
別
の
働
き
か
け
を
強
化
し
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
促
進
に
努
め
る
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
に
つ
い
て

問　

漁
業
者
か
ら
漁
網
の
処
理
で
困
っ
て
い
る
と
相
談
が
あ
っ

た
。
先
進
地
で
の
漁
網
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
等
を
研
究
す
べ
き
。

答　

本
市
も
水
産
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
ま
ち
。
県
漁
協
、
漁
業

関
係
者
、
関
係
機
関
と
意
見
交
換
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
資

源
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

問　
長
浜
海
岸
清
掃
の
回
数
を
増
や
せ
な
い
か
。
毎
月
清
掃
活
動

す
る
団
体
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
と
し
て
一
般
ご
み
の
回
収
を
行
っ
て
お
り
、
海
岸
管
理
者

へ
適
切
に
回
収
処
分
が
行
わ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

櫻田　誠子
議員

公明会

YouTube

渡辺　拓朗
議員

公明会

YouTube

西條　正昭
議員

凛生会

YouTube
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一般質問

牡
鹿
地
区
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

問　
牡
鹿
地
区
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い
教
育
環
境
と

は
。

答　

多
く
の
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
、

協
調
性
を
育
む
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
。

問　

３
校
統
合
は
平
成
29
年
か
ら
協
議
が
続
く
が
結
論
に
至
っ
て

い
な
い
。
子
ど
も
を
真
ん
中
に
、
多
角
的
・
客
観
的
な
指
標
を

示
し
、
一
歩
前
へ
進
む
時
で
は
な
い
か
。

答　

統
合
の
必
要
性
は
理
解
を
得
て
い
る
が
、
校
舎
配
置
の
合
意

形
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
保
護
者
や
地
域
と
の
議
論
を
深
め
、

児
童
数
の
推
移
を
踏
ま
え
行
政
が
責
任
を
持
っ
て
判
断
す
る
。

介
護
人
材
不
足
に
つ
い
て

問　
介
護
人
材
不
足
へ
の
認
識
と
、
第
10
期
介
護
保
険
事
業
計
画

へ
の
位
置
付
け
を
伺
う
。

答　

介
護
人
材
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
。
市
内
全
事
業
所
を

調
査
・
分
析
し
、
人
材
確
保
を
計
画
の
基
本
方
針
の
一
つ
と
し

て
検
討
す
る
。

問　
第
10
期
計
画
で
は
数
値
目
標
を
設
定
し
、
成
果
を
客
観
的
に

検
証
で
き
る
計
画
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

第
９
期
で
は
成
果
指
標
を
設
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
第
10
期

で
は
事
業
者
調
査
や
他
自
治
体
の
事
例
を
踏
ま
え
、
数
値
目
標
・

成
果
指
標
の
設
定
を
検
討
す
る
。

問　
国
の
補
助
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
、
人
材
確
保
を
進
め
る

考
え
は
あ
る
か
。

答　

課
題
に
合
致
す
る
国
の
支
援
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
、
介

護
人
材
確
保
に
取
り
組
む
。

本
市
の
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て

問　
ご
み
分
別
に
関
す
る
コ
ス
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

収
集
運
搬
、
中
間
処
理
、
再
商
品
化
費
用
で
約
４
億
９
１
０

０
万
円
を
見
込
む
。
国
か
ら
分
別
収
集
お
よ
び
再
商
品
化
に
約

１
９
６
０
万
円
の
財
源
措
置
が
さ
れ
る
見
込
み
。

問　
収
集
運
搬
費
用
の
算
出
根
拠
を
伺
う
。

答　

集
積
所
数
や
排
出
量
、
収
集
頻
度
か
ら
パ
ッ
カ
ー
車
の
必
要

台
数
と
収
集
人
員
を
割
り
出
し
算
出
。

問　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
は
収
入
に
な
ら
な
い
の
か
。

答　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
市
の
収
入
と
な
る
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
収
入
に
な
ら
な
い
。

問　
分
別
回
収
さ
れ
た
も
の
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
再
商
品

化
さ
れ
る
の
か
。

答　

プ
ラ
ン
タ
ー
や
パ
レ
ッ
ト
等
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な
る
。

問　
答
弁
か
ら
市
民
が
プ
ラ
回
収
を
進
め
れ
ば
進
め
る
ほ
ど
、
市

の
負
担
が
多
く
な
る
構
造
だ
が
、
ご
み
の
有
料
化
は
あ
り
得
る

の
か
。

答　

分
別
や
減
量
へ
の
関
心
を
高
め
、
ご
み
排
出
抑
制
と
再
生
利

用
の
推
進
を
図
り
、
先
進
自
治
体
の
事
例
を
調
査
す
る
な
ど
検

討
し
て
い
く
。

問　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
費
用
補
助
金
を
国
か
ら
獲
得
す
る

た
め
プ
ラ
ご
み
回
収
は
必
須
。
再
商
品
化
の
成
果
物
を
市
民
の

目
に
触
れ
る
と
こ
ろ
へ
置
き
ゴ
ー
ル
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と

を
望
む
。
ま
た
循
環
は
物
や
資
源
の
み
な
ら
ず
、
仕
事
や
賃
金

も
地
域
で
巡
ら
せ
る
よ
う
に
求
め
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
鹿
又
地
区
で
の
死
亡
事
故
発
生
交
差
点
周
辺
の
安
全
対
策
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

歩
行
者
だ
ま
り
の
縁
石
設
置
、
転
落
防
止
柵
設
置
お
よ
び
道

路
照
明
灯
設
置
に
つ
い
て
７
月
中
を
め
ど
に
整
備
を
進
め
、
横

断
歩
道
等
の
設
置
は
９
月
中
を
予
定
し
て
い
る
。

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
２
軍
の
本
拠

地
・
練
習
拠
点
の
誘
致

問　
交
流
人
口
拡
大
や
経
済
効
果
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
向
上
な
ど
多

面
的
な
意
義
に
つ
い
て
。
経
済
効
果
は
年
間
10
か
ら
20
億
円
規

模
と
試
算
さ
れ
、
財
政
負
担
の
在
り
方
、
市
民
理
解
の
周
知
、

観
光
と
の
連
動
、
既
存
施
設
の
活
用
、
子
ど
も
へ
の
教
育
的
効

果
な
ど
、
今
後
の
具
体
的
方
針
を
伺
う
。

答　

交
流
人
口
の
拡
大
や
経
済
波
及
、
青
少
年
育
成
、
観
光
振
興

へ
の
効
果
を
期
待
す
る
。
財
政
負
担
は
今
後
の
協
議
で
整
理
し
、

既
存
施
設
の
改
修
も
含
め
検
討
。
市
民
理
解
を
得
な
が
ら
、
球

団
と
連
携
し
誘
致
を
進
め
る
方
針
。
市
は
球
団
意
向
を
踏
ま
え
、

体
制
整
備
や
誘
致
方
針
を
検
討
し
つ
つ
、
誘
致
実
現
に
向
け
対

応
を
進
め
る
。

ナ
フ
サ
価
格
の
高
騰
と
公
共
事
業

問　
公
共
工
事
で
資
材
不
足
や
価
格
高
騰
に
よ
り
、
事
業
者
が
工

期
遅
延
や
追
加
負
担
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、

当
局
の
対
応
姿
勢
を
伺
う
。

答　

資
材
不
足
や
価
格
高
騰
で
事
業
者
が
多
重
の
困
難
に
直
面
し

て
い
る
現
状
を
認
識
し
、
地
元
建
設
業
者
が
安
心
し
て
施
工
で

き
る
環
境
整
備
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
前
谷
地
小
屋
内
運
動
場
、（
仮

称
）
桃
生
こ
ど
も
園
の
工
事
が
資
材
遅
延
で
年
度
内
完
成
で
き

な
い
場
合
の
影
響
と
、
供
用
時
期
の
遅
れ
に
備
え
た
市
の
対
応

方
針
は
。

答　

資
材
遅
延
に
よ
り
給
食
セ
ン
タ
ー
等
の
完
成
が
遅
れ
る
場

合
、
既
存
施
設
の
継
続
利
用
や
委
託
延
長
で
対
応
し
、
こ
ど
も

園
も
現
施
設
で
保
育
を
継
続
す
る
。

原田　　豊
議員

石巻あかつきの会

YouTube

野津裕二郎
議員

無会派

YouTube

後藤　兼位
議員

新燈石巻

YouTube
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■請願第１号　不登校児童生徒の『学ぶ権利』を保障するための支援制度の拡充を求める意見書提出
　　　　　　　方請願書
（提出者）　　まずは石巻から『不登校』という言葉をなくしたいネットワーク　代表　田中　雅子
　　　　　　特定非営利活動法人まなびのたねネットワーク　代表理事　伊勢　みゆき
　　　　　　特定非営利活動法人にじいろクレヨン　代表　柴田　滋紀
　　　　　　一般社団法人ひのこ　代表　森　美聖
（紹介議員）阿部和芳議員、山口荘一郎議員、西條正昭議員、阿部正敏議員、浅沼賢史議員、
　　　　　　櫻田誠子議員、鈴木良広議員、木村美輝議員、原田豊議員、齋藤澄子議員
※この請願は、６月22日の環境教育委員会で審査し、７月３日の本会議で採択されました。

請　　　　願
審査結果

審査結果一覧

■陳情第３号　東京都新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関す
る早期の実態把握と再発防止を求める陳情

（提出者）　　パワハラから職員を守る都道府県民の会　陳情代表　浜田　聡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県支部　菊池　軌夫
■陳情第４号　ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める

陳情書
（提出者）　　宇井　淳
■陳情第５号　国民健康保険財政への定率国庫負担の増額を求める陳情書
（提出者）　　宮城県社会保障推進協議会　会長　岩倉　政城
　　　　　　宮城県民主医療機関連合会　会長　舩山　由有子
■陳情第６号　消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬などへの追加負担導入の中止、および公的医療保険制度

の堅持を求める陳情書
（提出者）　　宮城県社会保障推進協議会　会長　岩倉　政城
　　　　　　宮城県民主医療機関連合会　会長　舩山　由有子
※これらの陳情は、６月15日の議会運営委員会で協議し、全議員へ参考回付することで決定しました。

陳　　　　情

　石巻市民をはじめ、広く人々が、市や国の行政について一定の措置を取るように、あるいは取らな
いよう希望を申し出るときは、市議会に対して請願・陳情を行うことができます。
　請願を行うには議員の紹介が必要となりますが、陳情は議員の紹介は必要ありません。
　請願は、その内容に応じて所管の常任委員会に付託して審査され、本会議の議決をもって採択・不
採択を決定します。
　陳情は、議会運営委員会で内容を協議し、委員会付託の有無など、その取り扱いを決定することと
なります。
　請願・陳情が採択されても、その実現に法的な義務はありませんが、市議会としては実現に向けて
努力する責務があります。
　なお、決定した結果は、速やかに請願者・陳情者にお知らせしており、採択された請願・陳情につ
いては、市当局に対し定期的に処理経過および結果の報告を求めております。

請願・陳情について
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■委員会提出議案第４号　不登校児童生徒の『学ぶ権利』を保障するための支援制度の拡充を求める
　　　　　　　　　　　　意見書
　近年、全国の小中学校における不登校児童生徒数は35万人を超え、過去最多となっています。教育を受け
る権利は、学校に登校する子どもたちだけでなく、学校外の学びや居場所を選択した子どもたちにも等しく
保障されるべきものです。
　本市には、不登校児童生徒の受け皿として、学習支援の場である学びサポートセンター（ＣＯＩＬ）のほ
か、民間フリースクール３カ所（定員合計約100人）、学校内の別室指導や個別指導などがあります。しかし、
これらを利用する児童生徒数を合わせても、不登校児童生徒全体を支えるには十分とは言えず、更なる学び
の選択肢の充実が求められています。
　地方では、学びの多様化学校や私立学校等の選択肢が少なく、公的施設や民間フリースクール等が重要な
受け皿となっておりますが、民間フリースクールの多くは寄付や助成金に依存しており運営基盤は不安定で
す。また、利用家庭は利用料や交通費、送迎等の負担を抱えており、経済的理由によって学びや居場所への
アクセスに差が生じています。
　2017年に施行された「教育機会確保法」第13条では、学校外での学習活動の重要性や休養の必要性を明確
に位置付けました。しかし、現在の支援制度の多くは学校や自治体を対象としており、学校外の学びを支え
る家庭や民間団体への直接的な支援は十分とは言えません。
　自治体独自の努力により支援制度は広がりつつありますが、子どもの学びや居場所の保障が居住地によっ
て左右されることは「教育の機会均等」の理念に照らして望ましい状況ではありません。
　一方では、義務教育には公費が投入されていますが、不登校児童生徒が学校外の学びを選択した場合、そ
の学びを支える家庭や民間団体には十分な支援が届いておらず、公的支援との格差が生じています。
　よって、国においては、すべての不登校児童生徒が安心して学び成長できる環境を全国一律に保障できる
よう、次の事項の実現を強く要望します。

記
１　不登校支援体制の充実
　教育機会確保法に基づく、学校外での学びの保障を教育現場から不登校児童生徒および保護者に周知する
とともに、子どもの社会的自立のために官民が連携した支援体制を構築するよう、各自治体への周知・指
導を行うこと。

２　学校外の学びの場（民間フリースクール等）への財政支援制度の創設
　自治体の財政力に左右されることなく、民間団体が安定的に居場所および学びの場を運営できるよう、一
定の条件を満たした団体へ事業規模に応じて運営費を補助するなど、国による統一的な制度を創設するこ
と。

３　利用家庭への経済的支援の拡充
　経済的理由によって子どもの居場所や学びの機会が制されることのないよう、民間フリースクールや教育
施設等の利用料や交通費、教材費など、家庭への直接的な助成制度を創設すること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出する。
（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、内閣府特命担当大臣（こども政策）

可決した意見書

議会の動き令和８年
≪５月≫
12日　埼玉県八潮市議会行政視察来石
13日　東京都八王子市議会行政視察来石
　　　沖縄県糸満市議会行政視察来石
14日　埼玉県朝霞市議会行政視察来石
19日　長崎県長崎市議会行政視察来石
20日　埼玉県さいたま市議会行政視察来石
24日　石巻市議会議員選挙
27日　福岡県春日市議会行政視察来石
　　　愛知県大口町議会および蟹江町議会行政視察来石
≪６月≫
10日　第２回臨時会本会議（開会、議長選挙等）
　　　総務企画委員会、環境教育委員会
　　　保健福祉委員会、産業建設委員会
　　　議会運営委員会、広報広聴委員会
11日　本会議（議案審議等、閉会）
　　　議会運営委員会
　　　総合防災対策特別委員会
　　　公共施設マネジメント調査特別委員会

15日　議会運営委員会
17日　本会議（開会、提案理由説明）
　　　全員協議会
18日　本会議（条例案、予算案等審議）
22日　総務企画委員会、環境教育委員会
23日　保健福祉委員会、産業建設委員会
24日　議会運営委員会
26日　本会議（一般質問）
　　　広報広聴委員会
30日　本会議（一般質問）
≪７月≫
１日　本会議（一般質問）
２日　本会議（一般質問）
　　　全員協議会
　　　総合防災対策特別委員会
　　　公共施設マネジメント調査特別委員会
３日　�本会議（一般質問、委員長報告、追加議案審議、閉

会）
　　　議会運営委員会
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　５月27日、東京都内で全国市議会議長会第102回定期総会が開催され、次の方々が表彰されました。
そのため、６月17日の第２回定例会本会議において、表彰状および感謝状の伝達を行いました。
　受章誠におめでとうございます。

　本会議および委員会は、原則として公開しており、どなたでも傍聴できます。
　特に本会議は、皆さんの生活に深く関わる議案を審議し、議会の最終的意思を決定する重要な会議です。
議員の発言や市長の考えを直接見聞きできる貴重な機会ですので、ぜひ傍聴にお越しください。
　会議の日程は、いしのまき市議会だよりやホームページをご確認ください。
●受付場所
　市役所６階　議会事務局
●受付方法
　受付で議会傍聴受付票に氏名および住所の記入をお願いします。
　議会傍聴証の交付後に傍聴席に入場できます。
　※団体での傍聴を希望される場合は、事前に議会事務局までご連絡ください（☎0225−95−5080）。

議会を傍聴してみませんか？

全国市議会議長会第102回定期総会表彰

特別表彰（市議会議員在職30年以上）

特別表彰（市議会議員在職20年以上）

特別表彰（市議会議員在職25年以上）

感謝状
（全国市議会議長会地方行政委員会委員）

丹野　　清　議員

阿部　和芳　議員

西條　正昭　議員

遠藤　宏昭　議員
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要望先

要望事項

復
興
庁

総
務
省

外
務
省

文
部
科
学
省

厚
生
労
働
省

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省

国
土
交
通
省

内
閣
府

（
地
方
創
生
）

環
境
省

１ 使用済燃料再処理施設の早期整備 ○
２ 人口減少対策の推進 ○
３ テレビ共同受信施設に係る維持管理費等補助制度の創設 ○

４ 容器包装と製品プラスチックの再商品化に係る自治体の負
担軽減 ○

５ 循環型社会形成推進交付金制度 ○
６ 国民健康保険の財政支援措置強化 ○
７ 介護従事者の働く環境整備 ○
８ 加齢性難聴者への補聴器購入費用助成制度の創設 ○

９ 介護報酬の算定に係る「中山間地域等に居住する者へのサ
ービス提供加算」の見直し ○

10 民生委員活動に対する財政的支援 ○ ○
11 二重ローンの返済時における柔軟な対応 ○ ○
12 みちのく潮風トレイルの環境整備 ○
13 ＡＬＰＳ処理水の海洋放出への対応 ○ ○ ○ ○ ○

14 漁港海岸保全施設の遠隔操作システムに係る維持管理経費の財政支援 ○ ○

15 水産業に従事する外国人労働者の宿舎等整備に対する補助制度の創設 ○ ○

16 鳥獣被害防止総合対策交付金制度の拡充 ○

17
国土強靭化と地方創生を推進する道路整備予算の確保、石
巻新庄道路の早期実現及び国道１０８号石巻河南道路の整
備推進

○

18 仙台塩釜港石巻港区の防災機能強化 ○
19 国道３９８号石巻バイパス（沢田工区）の整備推進 ○
20 雨水排水施設に係る維持管理経費の財政支援 ○ ○ ○
21 公立病院の経営安定化のための財政支援 ○
22 遠距離通学費の財政措置 ○
23 学校給食費に係る無償化 ○

　７月15日および16日に本市の施策に関する中央要望活動を下記のとおり実施いたしました。
◆要望先
　復興庁、総務省、外務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、
　内閣府（地方創生）、環境省
◆出席者
　齋藤正美 市長、奥山浩幸 議長、阿部正敏 副議長、
　阿部浩章 総務企画委員長、千葉正幸 環境教育委員長、山口荘一郎 保健福祉委員長、
　鈴木良広 産業建設委員長

令和８年度　中央要望
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　議員の調査研究活動における必要な経費の一部として、
石巻市議会政務活動費交付条例に基づき交付されています。
交付の対象　会派（無会派を含む）
交付する額　１人につき、年額36万円（月額30,000円）
※領収書などの写しを市ホームページで公開しています。

政務活動費とは

（注１）残金は市に対して返還済みです。また、不足額は議員の自己負担となっております。
（注２）議長は申し合わせにより無会派となります。

会派名 ニュー石巻 石巻颯の会 日高見会 公明会 石巻あか
つきの会

石巻市民
クラブ

無会派
（佐藤雄一議員）

無会派
（阿部正春議員）

無会派
（齋藤澄子議員）

無会派
（遠藤宏昭議長）

人数 7 7 4 3 3 2 1 1 1 1

交付額 2,520,000 2,520,000 1,440,000 1,080,000 1,080,000 720,000 330,000 330,000 360,000 360,000

研究研修費 　 330,057

調査費 1,621,513 2,214,412 910,180 784,452 197,760 687,763 218,295 190,362 108,540

資料費 159,940 14,256 25,300 39,402

広報広聴費 14,400

人件費

要望・陳情活動費

会議費

その他の経費 13,200 8,710 64,696 9,022 28,324 28,050

支出計 1,634,713 2,374,352 933,146 849,148 206,782 716,087 330,057 218,295 258,112 147,942

残金 885,287 145,648 506,854 230,852 873,218 3,913 △57 111,705 101,888 212,058

備考

政務活動費の支出状況 会派別政務活動費執行状況

研 究 研 修 費　研究会・研修会を開催するための経費や他団体の開催する研究会・研修会に参加する
ための経費

調　　査　　費　先進地調査、または現地調査にかかる経費（食事代を除く）
資　　料　　費　資料の作成および購入にかかる経費
広 聴 広 報 費　調査研究活動や議会活動および市政について市民への広報にかかる経費、会派が市民

からの市政および会派の政策などに対する要望、意見を聞くための会議にかかる経費
人　　件　　費　調査研究活動を補助する職員を雇用する経費
要請・陳情活動費　会派が要請・陳情活動を行うために必要な経費
会　　議　　費　会派や団体などが開催する意見交換会や各種会議への会派としての参加にかかる経費
そ の 他 経 費　上記以外の経費で会派が行う調査研究活動に必要な経費

政務活動費使途基準

令和７年度政務活動費の支出状況
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次回（令和８年９月）定例会議（予定）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
13：00
本会議
開会

10：00
本会議
議案審議

6 7 8 9 10 11 12
10：00

総務企画委員会
10：00

環境教育委員会
10：00

保健福祉委員会
10：00

産業建設委員会
13 14 15 16 17 18 19

10：00
本会議
一般質問

10：00
本会議
一般質問

10：00
本会議
一般質問

20 21 22 23 24 25 26
敬老の日 国民の休日 秋分の日 10：00

本会議
一般質問

10：00
本会議
一般質問

追加議案審議
閉会

■第２回定例会ライブ中継の視聴回数　　4,043回　（令和８年６月17日～７月３日）
■ＹｏｕＴｕｂｅ録画中継の視聴回数　　9,147回　（令和８年４月～６月末）

議会の内容を知る

YouTube　石巻市議会チャンネル 会議録の検索・閲覧

　本会議の様子はインターネット（YouTube）で、
生中継やこれまでの録画配信をご覧になれます。

　本会議や委員会などの会議録は、市ホーム
ページや図書館、議会図書室でご覧になれます。

本会議・常任委員会を動画で配信しています
市議会ホームページから
　『市議会YouTube配信（ライブ中継・録画映像）』
� をぜひご視聴ください

本紙面の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問や委員会審査の映像をご覧いただくことができます。

会議録YouTube

※開会時間・日程は変更となる場合があります。

　広報広聴委員会では、「いしのまき

市議会だより」や「市ホームページ」

などに議会の視点から、市政に係る重

要な情報を掲載しています。

　市民の皆さんに議会と市政に、より

関心を持っていただけるよう議会広報

活動に努めてまいりますので、２年間

どうぞよろしくお願いいたします。

広報広聴委員会
丹野清　委員 早川俊弘　委員宇都宮弘和　委員

木村美輝　副委員長我妻久美子　委員 渡辺拓朗　委員長
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ＤＡＴＡ 市総人口：128,859人【男：62,655人/女：66,204人/世帯数：62,510世帯（令和８年６月末日現在）】
発行／石巻市議会　　編集／広報広聴委員会　〒986−8501 宮城県石巻市穀町14番１号　☎0225−95−5080� 印刷／㈱鈴木印刷所
再生紙としてリサイクルできます。「ざつがみ」類に分別してください。

　５月24日に投開票が行われた石巻市議会議員選挙によって、定数２減の28名の議員が選出されました。臨時議会で新たな体制
が整い、選挙後最初の定例本会議が開催され、今議会では特に選挙後ということもあり、選挙戦で取り上げた公約や地域課題に
関する質問が多かったように思います。
　また、選挙後投票率の低下が改めて課題として浮かび上がりました。これまで議会として移動投票所や集客施設への投票所の
設置など提言を重ね、投票環境は改善しているように思いますが、議会や行政運営に対する関心度の低迷からか、投票率の低下
に歯止めが掛かっていない現状が続いています。「議会だより」の編集を担当する広報広聴委員会としても、投票率の向上に向
け「議会だより」の刷新も含め有権者の関心度を高める努力をしてまいりますので、今後とも忌憚のないご意見を寄せていただ
きますようお願いを申し上げます。
� 広報広聴委員会　委員長　渡辺 拓朗

編 集 後 記

議会報告会2026

市役所６階　議場11月14日（土曜日）13：00〜

行ってみっちゃ議会
（Welcome to 議会）

議場コンサート

議事堂見学会

議会報告会（常任委員会活動内容の報告）

総務企画委員会、環境教育委員会
保健福祉委員会、産業建設委員会

・議場、正副議長室、委員会室を自由に
　見学していただけます。
※写真撮影も可能です。

出演者：セパゾン
13：00〜13：30

13：40〜14：40

14：40〜15：00

たくさんのご参加をお待ちしております。


